




要約:長鎖多価不飽和脂肪酸は周産期における神経系の発達に重要であるが、早期産低出

生体重児では正期産児に比してこれの体内蓄積が少なく、生合成能も低い。早期産低出生

体重児を産んだ母親の人乳中にはこれらを補うだけの長鎖多価不飽和脂肪酸が含まれてい

るかを調べるため、正期産児と早期産低出生体重児の母親からの人乳を採取し、それぞれ

を泌乳期により 4群に分け、脂肪酸分析を行った。その結果、飽和脂肪酸は成熟児母乳群

が未熟児母乳群より多く、不飽和脂酸、特にω3、ω6 脂肪酸は出産後日数の短いものほ

ど未熟児母乳群に多<含まれる傾向にあり、リノール酸ではその差は有意であった。また、

両母乳群ともω6/ω3 比は 6 前後と一定していた。未熟児母乳はこれら必須脂肪酸の胎生

後期における不完全な蓄積に対しても合目的な組成であることが示唆された。


